
課題名：S-ABAを用いたブドウの着色促進技術の確立（令５） 

 

内容：夏の高温等の影響により、「ピオーネ」の着色不良が問題となっています。

黒色ブドウでは着色の程度が等級を大きく左右するため、着色不良では等

級が下がり、農家所得が低下することがあります。新規植調剤である S-

ABA薬剤は、「ピオーネ」の着色促進効果が確認できており、現地への普及

性が見込めます。そこで、S-ABA処理の実用的な使用方法や使用場面を検

討し、現地への円滑な普及を目指します。 

 

果樹研究室ＨＰへ 

農業研究所ＨＰへ 

 

S-ABA処理が「ピオーネ」の着色に及ぼす影響

S-ABAの散布液量が「ピオーネ」の果実品質に及ぼす影響

処理区 果房重 果粒重 酸含量

(g) (g) (g/100ml)

10ml 688 7.5 a 20.2 17.7 b 0.48 1.9 a 3.1 a

5ml 660 7.0 b 19.4 18.3 a 0.49 0.2 b 2.7 b

2ml 691 6.6 bc 20.1 18.0 ab 0.50 0.1 b 2.6 b

無処理 686 6.3 c 19.8 17.9 ab 0.51 0.2 b 2.2 b

有意性
 ｙ ns ns -

z 
６段階評価　０：無、１：微、２：少、３：中、４：多、５：甚

（４以上で商品性の低下がみられる）

y 
汚れ及び溶脱の程度はSteel-Dwass法、その他はTukeyｰKramer法により、**は１％水準

  *は５％水準で同列内の異符号間に有意差あり、nsは有意差なし、-は未検定を示す

* * ** *

（C.C.) (゜Brix) (程度) (程度)

果皮色 糖度 汚れ
z

溶脱
z

https://www.pref.okayama.jp/page/853431.html
http://www.pref.okayama.jp/soshiki/235/

